
令和 4 年度 第 5 回 熊本県臨床検査技師会常務理事会 議事録 

 

日 時： 令和 4 年 8月 9 日（火）19：00 ～20；00 

ZOOM 出席：田中、福吉、逢坂、富田、田上、笹田、野中、山崎、山口、廣瀬、小山 

 

＜報告事項＞ 

 1、会長報告： 日臨技関係 理事会・理事研修会（9/24 現地開催）、九州支部関係 支部幹事会

（11/4 久留米市）、ほか                    

 2、各部報告 

   ・総務（野中）： タスクシフト基礎研修履修済 117 名、履修中 152 名、実技終 114 名    

   ・広報（富田）： HP 改訂編集会議開催、HP 改訂アンケート集計結果報告               

   ・組織（山口）： 施設会員調査について  メールおよび文書を送付予定               

   ・渉法（廣瀬）： 賛助 45 社 広告 14 社                                    

・事業（笹田）： 第 99 回標準化サーベイ試料配布  今月末予定                                  

        2022 年精度管理調査 申込 136（8/8） 試料配布 9/27 回答～10/12 

        精度管理システム見積書作成 年度末に県医師会へ請求予定 

・学術（小山）: 精度保証研修会（8/27） 登録者 48 名（締め切り 8/19） 

        九州支部医学検査学会 一般演題座長推薦済み（4 部門） 

        熊本県医学検査学会 優秀演題賞、若手研究奨励賞の決定 

・生涯教育（山崎）：研修会開催（Web23、現地 1）、旧 ZOOM ｱｶｳﾝﾄ 7 月終了      

JAMT 操作権限の付与完了（通知は未）、操作マニュアル作成中    

・経理（田上）: 各県の講師謝礼基準および新基準での想定支出額          

                             

 3、その他報告    

・タスクシェアに関する熊本県研修会：2022 年 8 月 7 日（日）熊本保健科学大学 

        参加者 51 名（早退 2 名含）、コロナ感染対策を万全にして実施 

・精度保証研修会：2022 年 8 月 27 日（土）15：00～17：00 WEB 開催 

   ・学会サポートセンターへの Web トラブル対応窓口の依頼 → 様子を見て判断（料金） 

   ・日臨技理事会・理事研修会：2022 年 9 月 24 日（川崎市） 

・日臨技九州支部医学検査学会 11/5・6(久留米) 

・検査と健康展：2022 年 11 月 27 日 イオンモール熊本 

  ・臨床検査講習会：2022 年 12 月 4 日（日）開催予定 

 

＜協議事項＞   

1． 災害対策委員会の設置について：マニュアル整備と非常時連絡組織の構築 

福吉副会長と山口理事を中心に数名の理事からなる WG を発足させることとし、人選を行う。 

2． 学術部のサポート体制について 

これまで 2 名体制で運営していたが、1 名となりこれまで以上に業務が煩雑となることが予想

される。したがって、地区理事を含めたチーム編成を基盤に活動していくこととなった。 

3． 九州支部医学検査学会の会員参加の要請、病理細胞診部門アンケート調査依頼について 

標記の件について、学会事務局より連絡があった。病理細胞診部門アンケートに関しては会長

と連名で施設連絡責任者宛てに依頼することとなった。 



4． 精度保証研修会開催について 

オンデマンド配信について検討していたが、講演者の意向もあり不可となった。抄録はＤＬ対

応として準備したい。今後詳細を検討する。 

5． 熊本県医師会精度管理専門委員会委員の推薦依頼 

表記について熊本県医師会より依頼があった。福吉副会長、逢坂副会長、笹田事業部長を推薦

することとなった。任期は令和 6年 6 月まで。 

6． 講師謝金と行動費について、部門年間活動予算（現行 10 万円）増額について 

日臨技や神奈川県、広島県、兵庫県などの講師謝礼基準を調べてみたが、熊臨技が特に安価と

いうことではなかった。ただ講師を引き受けた技師のモチベーションのためにもある程度の増

額は必要という意見があった。したがって日臨技と同じように 30 分までと 31 分以上に分けて

支払うこととしたい。また講義内容も考慮しながら最終的に決定していく。まずは経理部で昨

年度の実績からシミュレーションで算出してみることとした。部門の活動費についてもその後

に検討したい。 

7． その他 

特になし 

 

以上 


